
伝
言
板 

市
民
の
皆
さ
ん
の
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

年末年始ごみ収集日のお知らせ 年末年始ごみ収集日のお知らせ 年末年始ごみ収集日のお知らせ 
蘆年末は通常の2倍以上のごみが出されるので、収集が平常より遅く
　なると予想されます。 
蘆下記の年末収集最終日を確認のうえ、収集日以外や収集後のごみ
　出しをなくし、きれいなお正月が迎えられますようご協力ください。 
蘆ごみ等は、必ず朝8時までに出してください。収集終了後に出され
　たごみは回収しません。 
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◎燃えるごみの収集日 ◎燃えるごみの収集日 

月・木曜日地区  
火・金曜日地区  
水・土曜日地区  

1 2 月 2 9 日豺  
1 2 月 3 0 日貂  
1 2 月 3 1 日貉  

１ 月５日豺  
１ 月６日貂  
１ 月７日貉  

収 集曜日  年末最終収集日 年始収集開始日 

◎資源の収集日 ◎資源の収集日 

月曜日地区  
火曜日地区  
水曜日地区  
木曜日地区  
金曜日地区  

● 1 2 月 2 2 日豺  
● 1 2 月 2 3 日貂  
● 1 2 月 2 4 日貉  
● 1 2 月 2 5 日貅  
● 1 2 月 2 6 日貊  

▲ １月５日豺  
▲ １月６日貂  
▲ １月７日貉  
▲ １月８日貅  
▲ １月９日貊  

収 集曜日  年末最終収集日 年始収集開始日 

◎燃えないごみ・有害ごみの収集日 ◎燃えないごみ・有害ごみの収集日 

月曜日地区  
火曜日地区  
水曜日地区  
木曜日地区  
金曜日地区  

1 2 月 1 5 日豺  
1 2 月 1 6 日貂  
1 2 月 1 7 日貉  
1 2 月 1 8 日貅  
1 2 月 1 9 日貊  

１ 月 12日豺  
１ 月 13日貂  
１ 月 14日貉  
１ 月 15日貅  
１ 月 16日貊  

収 集曜日  年末最終収集日 年始収集開始日 

※ビンのキャップは、必ずはずして出してください。 
●は資源ビン・カン類の収集を行います。 
▲は資源ビン・カン類および紙・布の収集を行います。なお、資源ビン・カン類の収集と紙布類
　の収集は別々の車両で行っています。 

※燃えないごみと有害ごみは、別々の透明・半透明袋で出してください。 

八
潮
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
愛
好
会
 

　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
！
初
心
者
歓
迎
、
丁
寧
に

指
導
し
ま
す
。
 

B

毎
週
金
曜
日
、
午
後
7
時
〜
9
時

／
C

八
幡
公
民
館
別
館
ほ
か
／
H

月

会
費
1
0
0
0
円
／
I

鷹
野
蕁
9
9

8
＝
3
4
8
0
 

 Joy to the YASH
IO

ク
リ
ス
マ

ス
音
楽
会
 

B

12
月
13
日
貍
、
午
後
2
時
20
分
／

C

八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
／
G

フ
ル
ー

ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ウ
ェ
ン
デ
ィ
と
バ

リ
ト
ン
の
原
将
仁
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
の

渡
辺
あ
け
み
さ
ん
が
、
日
本
・
世
界

の
名
曲
、
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ロ
ル
を

演
出
／
H

無
料（
要
整
理
券
）／
I

田

川
蕁
9
9
5
＝
6
7
6
7
 

 八
潮
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
杯
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
学
生
大
会
 

B

1
月
25
日
豸
、
午
前
9
時
〜
／
C

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
／
E

市
内

在
住
の
小
中
学
生
／
G

小
学
生
の
部

＝
4
年
生
以
下（
シ
ン
グ
ル
ス
）、5
年

生
以
上（
シ
ン
グ
ル
ス
）・
中
学
生
の
部

＝
男
子（
シ
ン
グ
ル
ス
）、女
子（
シ
ン

グ
ル
ス
）／
H
5
0
0
円
／
D

12
月
28

日
ま
で
に
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
蕁

9
9
6
＝
5
1
2
6
）へ
／
I
宮
本
蕁

9
9
7
＝
1
0
0
8
 

■９月25日号でお知らせしました「高齢者向けインフルエンザ予防接種」の申し込み期間は、12月12日貊までとなっております。／I保健センター 
　蕁９９５ー３３８１ 

■学童保育指導員募集　B平成16年１月５日～平成17年３月31日（月～土曜日）、午後０時30分～６時／Cやわた学童保育所／E保育士または教員の
　資格を有する方／H月額16万円／D12月19日（必着）までに、履歴書（写真貼付）・資格証明書の写しを窓口または郵送／I児童障害課蕁B３１４ 

　
私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
私
が
小

学
校
１
年
生
の
時
に
な
く
な
っ
た
の

で
す
が
、
そ
れ
ま
で
の
３
年
間
は
病

気
の
た
め
車
い
す
生
活
で
し
た
。
 

・
・
・
（
中
略
）
・
・
・
 

　
車
い
す
は
、
押
す
の
が
大
変
で
す
。

平
ら
に
見
え
る
道
も
、
車
い
す
を
押

し
て
み
る
と
、
で
こ
ぼ
こ
だ
っ
た
り
、

坂
道
に
な
っ
て
い
た
り
し
て
と
て
も

力
が
い
り
ま
す
。
だ
ん
差
が
あ
る
と

た
お
れ
そ
う
に
な
っ
た
り
も
し
ま
す
。

ま
た
、
自
転
車
が
き
ち
ん
と
止
め
て

い
な
か
っ
た
り
す
る
よ
う
な
道
は
、

車
い
す
で
移
動
す
る
の
が
大
変
で
す
。

押
す
人
だ
け
が
大
変
で
は
な
く
、
車

い
す
に
乗
っ
て
い
る
人
は
、
こ
わ
い

思
い
を
す
る
と
思
い
ま
す
。
 

　
そ
こ
で
私
は
自
転
車
を
止
め
る
所

が
あ
っ
た
ら
、
き
ち
ん
と
そ
こ
に
な

ら
べ
、
ま
た
、
止
め
る
と
こ
ろ
が
な

い
場
合
は
、
は
じ
に
よ
せ
て
車
い
す

で
も
通
れ
る
よ
う
に
心
が
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
 

　
「
一
人
ひ
と
り
の
や
さ
し
さ
が
自

然
と
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
車
い
す

の
人
も
安
心
し
て
外
出
で
き
る
の
に
。
」

と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、

は
ず
か
し
が
ら
ず
、
自
然
に
声
を
か

け
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
は
ず
か

し
い
顔
を
し
た
り
、
い
や
な
顔
を
し

た
り
し
た
ら
車
い
す
の
人
も
、
悲
し

い
思
い
を
す
る
と
思
い
ま
す
。
 

・
・
・
（
中
略
）
・
・
・
 

　
私
も
は
ず
か
し
が
ら
ず
自
分
か
ら
「
何

か
お
手
伝
い
し
ま
し
ょ
う
か
。
」
と

言
い
、
声
を
か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
つ
自
分
が
そ
う
い
う
立
場
に
立
つ

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
い
つ
で
も
相
手

の
立
場
に
立
っ
て
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
れ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
み
ん
な
同
じ
だ
か
ら
、
や
さ
し
く

助
け
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。
 

 　
こ
れ
は
小
学
校
５
年
生
の「
車
い
す

生
活
を
わ
か
っ
て
」と
い
う
作
文
で
す
。
 

　
障
害
の
あ
る
人
が
社
会
生
活
を
送

る
上
で
、
大
き
な
壁
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
道
路
の
段
差
な
ど
の
物
の
壁
、

も
う
一
つ
は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の

心
の
壁
で
す
。
 

　
困
っ
て
い
る
人
を
見
か
け
た
ら
、

た
め
ら
わ
ず
に
声
を
か
け
ら
れ
た
ら

い
い
で
す
ね
。
あ
な
た
の
差
し
出
す

あ
た
た
か
い
手
を
待
っ
て
い
る
人
が

い
ま
す
。
 

人
権
そ
れ
は
愛

人
権
そ
れ
は
愛 

人
権
そ
れ
は
愛

人
権
そ
れ
は
愛 

人
権
そ
れ
は
愛 

「
助
け
合
い
」 

　

市
税
休
日
納
税
相
談
窓
口
の
開
設
 

　
市
で
は
、
市
税
（
市
県
民
税
、
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国

民
健
康
保
険
税
）
の
納
税
に
つ
い
て
の
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
毎
週
木
曜
日
に
は
夜
間
納
税
相

談
（
午
後
5
時
15
分
〜
7
時
）
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
 

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

B
12
月
21
日
豸
、
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
 

C
納
税
課
・
国
保
年
金
課
 

I
納
税
課
蕁
A
2
0
7
、
国
保
年
金
課
蕁

A
8
3
3
 
 

　

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
費
用
の
 

　

無
利
子
貸
付
 

　
市
で
は
、
公
共
下
水
道
が
使
え
る
よ
う

に
な
っ
た
区
域
内
の
水
洗
化
を
促
進
す
る

目
的
で
、
く
み
取
り
便
所
・
浄
化
槽
お
よ

び
台
所
や
お
風
呂
か
ら
の
排
水
を
公
共
下

水
道
に
接
続
す
る
た
め
に
必
要
な
、
工
事

費
用
を
無
利
子
で
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

I
下
水
道
課
蕁
A
3
4
3
・
2
6
2
 

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
に
つ
い
て
 

      　
外
出
後
に
は
手
洗
い
・
う
が
い
を
し
、

十
分
な
栄
養
と
休
養
を
と
り
、
予
防
に
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。
 

　
軛
か
か
っ
た
か
な
軣
と
思
っ
た
ら
早
め

に
医
療
機
関
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
 

I
保
健
セ
ン
タ
ー
蕁
9
9
5
＝
3
3
8
1
 

　

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
販
売
 

　
リ
サ
イ
ク
ル
品
を
入
札
方
式
で
販
売
！
 

　
展
示
期
間
中
、
購
入
希
望
価
格
を
入
札

箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
 

B
12
月
11
日
貅
〜
19
日
貊
、
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
 

※
落
札
の
結
果
は
12
月
22
日
豺
、
午
後
1

時
に
発
表
し
ま
す
。
 
 

C
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
 

E
市
内
在
住
の
個
人
で
自
己
搬
出
可
能
な

方
 

I
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
蕁
9
9
7
＝
6
6

9
6
 
 

　

恩
給
欠
格
者
、
引
揚
者
の
皆
様
へ
 

　
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で
は
、
次
の

方
に
慰
藉
の
念
を
示
す
た
め
、
内
閣
総
理

大
臣
か
ら
書
状
な
ど
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
 

E
旧
軍
人
軍
属
で
恩
給
な
ど
を
受
け
て
い

な
い
、
い
わ
ゆ
る
恩
給
欠
格
者
の
方
（
請

求
を
行
う
こ
と
な
く
亡
く
な
ら
れ
た
恩
給

欠
格
者
の
遺
族
の
方
）
・
終
戦
に
伴
い
、

本
邦
以
外
の
地
域
か
ら
引
き
揚
げ
て
来
ら

れ
た
方
 

請
求
窓
口
＝
市
社
会
福
祉
課
蕁
A
3
1
6
 

I
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基

金
蕁
0
1
2
0
＝
2
3
4
＝
9
3
3
 

　

就
職
活
動
中
の
学
生
さ
ん
へ
 

　
就
職
活
動
で
お
困
り
の
方
は
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
 

B
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
土
・
日
・
祝

日
・
年
末
年
始
は
除
く
）
 

E
大
学
院
、
大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専

門
学
校
お
よ
び
専
修
学
校
を
卒
業
予
定
の

方
な
ら
び
に
卒
業
後
1
年
以
内
の
方
 
 

C
埼
玉
県
学
生
職
業
情
報
セ
ン
タ
ー
（
さ

い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
1
―
9
―
4
エ

ク
セ
レ
ン
ト
大
宮
ビ
ル
6
階
）
Ｊ
Ｒ
大
宮

駅
西
口
徒
歩
5
分
蕁
0
4
8
＝
6
5
0
＝

2
2
3
4
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
0
4
8
＝
6
4
1
＝

6
5
4
6
 
 

G
就
職
相
談
や
職
業
紹
介
、
求
人
情
報
な

ど
の
提
供
 

H
無
料
 

I
県
雇
用
対
策
課
蕁
0
4
8
＝
8
3
0
＝

4
5
3
8
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
0
4
8
＝
8
3
0
＝

4
8
5
1
 

　

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を
 

　
経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計
調
査
を

12
月
31
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。
 

　
工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事

業
所
を
対
象
に
、
そ
の
活
動
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
調
査
し
ま

す
。
 

　
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の

行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
利

用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
企
業
、
大
学
な
ど

で
の
研
究
資
料
、
小
・
中
・
高
等
学
校
の

教
材
な
ど
、
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
 

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
し
て
い
た
だ
く
調
査

票
に
つ
き
ま
し
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き

調
査
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

　
調
査
の
実
施
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
12

月
下
旬
か
ら
来
年
1
月
に
か
け
て
、
調
査

員
証
を
携
帯
し
た
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
 
 

I
総
務
人
事
課
蕁
A
2
3
3
 
 

　

県
税
休
日
納
税
相
談
窓
口
の
開
設
 

　
県
税
事
務
所
で
は
、
自
動
車
税
や
不
動

産
取
得
税
な
ど
、
県
税
の
納
税
に
つ
い
て

の
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
 

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

B
12
月
20
日
貍
・
21
日
豸
、
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
 

C
越
谷
県
税
事
務
所
（
越
谷
市
）
 

I
越
谷
県
税
事
務
所
蕁
9
6
2
＝
2
1
9
1
 

    　

や
し
お
市
民
大
学
公
開
講
座
 

B
12
月
20
日
貍
、
午
後
2
時
〜
4
時
 

C
八
條
公
民
館
2
階
会
議
室
 
 

G
「
知
っ
て
得
す
る
年
金
知
識
」
・
講
師

＝
阿
部
博
夫
さ
ん
（
社
会
保
険
労
務
士
、

行
政
書
士
）
 

F
30
人
（
申
込
順
）
 

H
無
料
 

D

12
月
15
日
ま
で
に
窓
口
ま
た
は
電
話
 

で
、
社
会
教
育
課
（
蕁
A
3
6
5
・
3
9
 

7
）
へ
 

　

上
條
肇
作
品
展
 

B
12
月
10
日
貉
〜
21
日
豸
、
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
 

C
資
料
館
 

G
南
後
谷
在
住
の
日
本
美
術
院
特
待
の
上

條
さ
ん
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
、
作
品
の
一
部

を
展
示
 

H
無
料
 

I
文
化
財
保
護
課
蕁
9
9
7
＝
6
6
6
6
 

　

カ
ラ
オ
ケ
教
室
 

B
平
成
16
年
1
月
13
日
〜
3
月
2
日
（
毎

週
火
曜
日
・
全
8
回
）、午
前
10
時
〜
正
午
 

C
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
や
す
ら

ぎ
」
 

E
身
体
障
害
者
手
帳
を
有
す
る
方
 

F
15
人
（
支
援
費
受
給
対
象
者
優
先
、
対

象
者
以
外
は
申
込
順
）
 
 

H
支
援
費
受
給
対
象
者
以
外
は
、
参
加
費

と
し
て
1
回
に
付
き
1
0
0
円
 

D
12
月
24
日
ま
で
に
電
話
で
、
社
会
福
祉

協
議
会
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
蕁

9
9
5
＝
3
6
3
6
）
へ
 
 

　

八
條
公
民
館
講
座
 

あ
な
た
も
は
じ
め
よ
う
！！
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
 

B
16
年
1
月
19
日
・
26
日
・
2
月
2
日
・

9
日
・
23
日（
毎
回
月
曜
日
・
全
5
回
）、

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
 
 

C
八
條
公
民
館
会
議
室
 

E
市
内
在
住
の
方
 

G
講
師
＝
矢
作
千
秋
さ
ん
（
健
康
運
動
実

践
指
導
者
）
 

A
運
動
し
や
す
い
服
装
、運
動
で
き
る
靴
、

バ
ス
タ
オ
ル（
床
敷
き
）、フ
ェ
イ
ス
タ
オ

ル（
汗
ふ
き
）、水
分
補
給
の
で
き
る
も
の
 

F
15
人
（
申
込
順
）
 

H
5
0
0
円
（
公
民
館
安
全
互
助
会
費
）
 

D
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
八
條
公
民
館（
蕁

9
9
4
＝
3
2
0
0
）へ
 
 

　

冬
の
ス
ポ
ー
ツ
講
座
 

①
初
級
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
 

B
平
成
16
年
1
月
21
日
〜
3
月
17
日
（
毎

週
水
曜
日
・
全
9
回
）、午
前
10
時
〜
11
時
 

E
在
住
・
在
勤
の
方
 

G
基
本
か
ら
始
め
、
ラ
テ
ン
系
の
動
き
な

ど
も
取
り
入
れ
た
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
 

F
40
人
（
申
込
順
）
 

②
幼
児
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
教
室
 

B
平
成
16
年
1
月
24
日
〜
2
月
28
日
（
毎

週
土
曜
日
・
全
6
回
）、午
前
11
時
〜
正
午
 

E
在
住
・
在
園
の
4
才
〜
5
才
の
幼
児
 

G
幼
児
に
な
じ
み
の
あ
る
音
楽
に
合
わ
せ

て
、
段
階
に
応
じ
た
様
々
な
ダ
ン
ス
 

F
25
人
（
申
込
順
）
 

―

①
②
共
通
―
 

C
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
講
堂
 

H
5
0
0
円
（
保
険
料
）
 
 

D
12
月
12
日
か
ら
電
話
予
約
の
う
え
、
参

加
費
を
添
え
て
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

窓
口
（
蕁
9
9
6
＝
5
1
2
6
）
へ
 
 

　

精
神
保
健
福
祉
家
族
教
室
 

　
統
合
失
調
症
（
精
神
分
裂
病
）
な
ど
の

精
神
障
害
者
を
抱
え
る
ご
家
族
を
対
象
に
、

「
精
神
保
健
福
祉
家
族
教
室
」
を
開
催
し

ま
す
。
 

B
①
平
成
16
年
1
月
7
日
・
②
2
月
4
日
・

③
3
月
3
日
（
毎
月
第
1
水
曜
日
・
全
3

回
）、各
午
後
2
時
〜
4
時
 

C
保
健
セ
ン
タ
ー
 

G
①
総
合
失
調
症
と
は
②
家
族
の
対
応
に

つ
い
て
③
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
福
祉

制
度
 

D
草
加
保
健
所
保
健
予
防
推
進
担
当
（
蕁

9
2
5
＝
1
5
5
1
）
へ
 
 

    　

第
13
回
八
潮
市
消
費
生
活
展
 

　
　
手
作
り
品
コ
ー
ナ
ー
出
展
者
 

B
平
成
16
年
2
月
29
日
豸
、
午
前
10
時
〜

午
後
2
時
 

C
や
し
お
生
涯
楽
習
館
2
階
 
 

G
手
作
り
品
の
展
示
・
実
演
・
販
売
（
5

千
円
以
上
の
品
物
や
、
プ
ロ
の
方
の
販
売

は
で
き
ま
せ
ん
。
主
催
者
の
判
断
に
よ
り
、

品
物
に
よ
っ
て
、
展
示
・
実
演
・
販
売
を

お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
 
 

F
15
区
画
（
申
込
順
）
 

H
5
0
0
円
（
販
売
を
行
わ
な
い
場
合
は

不
要
）
 
 

D
12
月
19
日
ま
で
に
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、

商
工
振
興
課
へ
 

出
展
者
説
明
会
 

B
平
成
16
年
1
月
21
日
貉
、
午
前
10
時
〜

11
時
 
 

C
や
し
お
生
涯
楽
習
館
セ
ミ
ナ
ー
室
1
　
 

I
商
工
振
興
課
蕁
A
3
3
6
 
 

　

埼
玉
県
立
盲
学
校
 

　
幼
稚
部
入
学
相
談
、
高
等
部
普
通
科
入

学
選
考
募
集
を
行
い
ま
す
。
 

E
両
眼
矯
正
視
力
が
お
お
む
ね
0
・
3
未

満
ま
た
は
眼
科
医
の
判
断
に
よ
り
盲
学
校

で
の
教
育
が
適
当
と
さ
れ
る
方
 
 

幼
稚
部
＝
平
成
16
年
4
月
現
満
3
歳
で
視

覚
に
障
害
の
あ
る
幼
児
 

高
等
部
普
通
科
＝
平
成
16
年
3
月
に
中
学

卒
業
見
込
み
あ
る
い
は
中
学
校
卒
業
者
で
、

視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
 
 

願
書
受
付
＝
平
成
16
年
1
月
13
日
貂
〜
16

日
貊
 
 

相
談
・
選
考
日
＝
平
成
16
年
2
月
3
日
貂
 

I
埼
玉
県
立
盲
学
校
教
育
相
談
部
蕁
0
4

9
＝
2
3
1
＝
2
1
2
1

　
保
護
司
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
犯
罪

者
や
非
行
少
年
の
改
善
お
よ
び
更
生
を
助

け
る
と
と
も
に
、
犯
罪
予
防
・
非
行
防
止

活
動
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

法
務
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

　
長
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
員
と
し
て
、

各
種
統
計
調
査
に
従
事
し
、
調
査
の
円
滑

な
運
営
な
ど
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
功
績

が
認
め
ら
れ
、
県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。 

　
高
齢
者
や
中
学
生
と
の
交
流
を
通
し
て
、

福
祉
活
動
や
勉
強
会
な
ど
、
心
の
ふ
れ
あ

い
を
深
め
る
活
動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

法
務
大
臣
表
彰

法
務
大
臣
表
彰 

法
務
大
臣
表
彰 

地
方
自
治
功
労
表
彰

地
方
自
治
功
労
表
彰 

地
方
自
治
功
労
表
彰 上原すい子さん 

（浮塚） 

統
計
功
労
表
彰

統
計
功
労
表
彰 

統
計
功
労
表
彰 

税
に
関
す
る
標
語
・
作
文
入
賞
者 

　
11
月
20
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
「
税
に
関
す
る
標
語
・
作
文
」
入
選
者
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
「
税
に
関
す
る
標
語
」
で
27
人
、
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

で
7
人
の
市
内
中
学
校
生
徒
の
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

　
大
蔵
財
務
協
会
理
事
長
賞
と
関
東
信
越
国
税
局
長
賞
を
受
け
ら
れ
た
方
を

ご
紹
介
し
ま
す
。 

大
蔵
財
務
協
会
理
事
長
賞

大
蔵
財
務
協
会
理
事
長
賞 

大
蔵
財
務
協
会
理
事
長
賞 

関
東
信
越
国
税
局
長
賞

関
東
信
越
国
税
局
長
賞 

関
東
信
越
国
税
局
長
賞 

「
豊
か
な
暮
ら
し
を
支
え
る
税
金
」 

「
そ
の
税
が 

　
　
　
未
来
を
拓
く
　
糧
と
な
る
」 

小倉聖子さん 
（大原中学校３年） 

田村みゆきさん 
（八幡中学校３年） 

ひだまりの会 
（会長　平澤れい子さん） 

萩野仁三男さん 
（八條） 

豊田　清さん 
（緑町三丁目） 

初山繁雄さん 
（古新田） 

白井千津子さん 
（中央二丁目） 

古姓よしえさん 
（八條） 

藤波米郎さん 
（鶴ヶ曽根） 

犯罪の発生状況 
　県内では、ひったくりや路上強盗な
どの街頭犯罪、また住宅や事務所への
侵入盗など生活に身近な犯罪が多発し、
平穏な市民生活が脅かされています。 
　本市における平成14年中の刑法犯
認知件数は、2,088件（県内第22位）
となっています。  
防犯のまちづくり 
　これらの身近な犯罪は、犯人が犯罪
を実行する機会（チャンス）をとらえ
て起こすものであるため、犯罪を実行
しやすい機会を奪い、犯罪を起こそう
という気を削ぐことにより減らせます。 
　このことから、行政、地域住民、
事業者などがそれぞれの役割を果た
しながら、連携を図り犯罪を起こさ
せにくい地域環境づくりを行うこと
が大切です。 
　犯罪者は、地域の目がある、住民同
士のつなが
りが強い地
域などを避
ける、といわ
れています。 
例えば、次の
ようなちょ

っとしたこと
を行えば、犯
罪は相当防ぐ
ことが出来ま
す。 
具体的な 
犯罪予防対策 
【個人や家庭では】 

・空き巣予防としてドアや窓に補助

錠を付ける。 

・防犯ガラスに交換する。  

・足場となるようなものを置かない。 

・ひったくり予防として自転車の前

かごに防犯ネットを取り付ける。 

・車道側にバッグなどを持たない。 

【地域では】 

・住民による防犯パトロールや地域

安全点検・安全マップづくりを行う。 

・あいさつ運動、落書き消し、放置

自転車をなくす、ゴミ出しのルール

を守るなどの活動を行う。  

「自らの安全は、自ら守る」という
心構えを持つとともに、地域の住民
の方々、行政、警察、事業者など、
みんなで力を合わせて、安心で安全
な地域づくりを進めましょう。 
　I交通防災課蕁A305

　
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
活
動
を
通
し
て
、

社
会
奉
仕
や
青
少
年
育
成
に
長
年
尽
力
さ

れ
、
健
や
か
な
心
身
を
育
て
る
活
動
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。 

　
消
費
生
活
の
改
善
向
上
、
環
境
問
題
や

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
等
の
普
及
啓
発
活
動
を

継
続
し
、
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
を
つ
く
る

活
動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

　
長
年
に
わ
た
り
八
潮
市
議
会
議
員
と
し

て
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
る
と
と

も
に
、
市
議
会
議
長
と
し
て
議
会
の
円
滑

な
運
営
お
よ
び
住
民
福
祉
の
向
上
と
市
政

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら 

れ
、
県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

シラコバト賞 

受　　賞 

シラコバト賞 

受　　賞 

シラコバト賞 

受　　賞 

作
　
文 

標
　
語 

みんなで進める防犯のまちづくり みんなで進める防犯のまちづくり 

補
助
錠
 

補
助
錠
 

↓ 

　
長
年
に
わ
た
り
二
和
耕
町
会
長
と
し
て

地
域
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も
に
、

消
防
団
の
活
動
に
も
携
わ
り
、
町
会
組
織

の
強
化
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
な
ど
が
認
め

ら
れ
、
県
知
事
か
ら
感
謝
状
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。 

　
長
年
に
わ
た
り
松
之
木
町
会
長
と
し
て

地
域
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も
に
、

町
会
自
治
会
連
合
会
の
監
事
と
し
て
、
会

の
適
正
な
運
営
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
な
ど

が
認
め
ら
れ
、
県
知
事
か
ら
感
謝
状
を
授

与
さ
れ
ま
し
た
。 

住
民
自
治
組
織
功
績
者
感
謝
状
授
与

住
民
自
治
組
織
功
績
者
感
謝
状
授
与 

住
民
自
治
組
織
功
績
者
感
謝
状
授
与 

い
し
ゃ
 

（５）　　広報 平成15年12月10日　（４） No.634


